
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                   

  

ひまわりぐみだより 
尚徳福祉会 日野保育園 20２２年 9 月  

 

 

 

 

  

「 ▼ おねがい ▼ 」 

◎今後も汗をかいた時にはシャワーをします。タオルをタンスに入れておいてください。 

◎タンスには気候に合わせた衣服、下着を補充してください。 

◎持ち物には全て記名してください。また、消えかかっている物などの確認もお願いします。 

◎身体を動かしての活動や遊びが増えていきます。爪が短く切ってあるか確認をお願いします。 

１０月８日（土）は運動会です。障

害物の内容や、遊戯の振り付けなど意

見を出し合っています。自分の思いと

友達の思いが違うことを知り「じゃあ、

どうしようか？」と考えるよい機会に

なっています。主張したり譲り合った

り協力したり・・・ 

そんな経験を繰り返して絆がより深ま

っていくと思います。当日の姿をお楽

しみにしてください。 

セミの大合唱から、秋の虫が奏でる豊かな音色にバトンタッチする季節になりました。終わりを迎え

る夏に名残惜しさを感じつつ、これからの活動にわくわくしている子どもたちです。健康管理に気を付

けながら、運動会に向けた活動を含め、色々な経験を通して楽しく過ごしていきたいと思います。 

 

☆ 緊張する ☆  

 日野まつりにご参加いただきありがとうございました。はじめて太鼓を保育室に出した時は、キラ

キラした目で思い思いに太鼓を叩いて音色を楽しんでいました。太鼓を片付けようとすると「まだ叩

いてもいい？」「もう一回」とやる気満々の子どもたちでした。音が揃う心地良さと普段とは違う「緊

張感」で二つの思いが交鎖する中、堂々とおわりの言葉を言う姿や太鼓を叩く姿にたくましさを感じ

ました。各コーナーでは、小さい子にやさしく声をかけながら張り切ってお手伝いをする姿がありま

した。当日は、たくさんの拍手をもらい「緊張感」から「満足感」「達成感」へと変化し、素敵な笑顔

があふれていました。今後も運動会やお楽しみ会で緊張する場面があるかもしれませんが、今回の経

験が活動や遊びの中でやってみようという自信に変化していけたらと思います。 

     ☆いのちの大切さ☆ 

 園庭の木にセミを見つけると捕まえて虫か

ごへ！「これは、メスだから逃がしてあげた

方がいいんだけどな」「でも、一回も触ってな

いもん」「でも、赤ちゃん産むから…」「触っ

てない」「セミも人間と一緒なんだよ！自由に

してあげなくちゃ。かわいそうだよ！」「触り

たいもん」と自分の思いを伝え合う姿を見守

っていました。「じゃ、触ったらすぐに逃がし

てあげよう」と一回ずつ触りすぐに木に逃が

してあげていました。生き物に触れて観察し

たい気持ち、命の尊さを想う気持ち、いろい

ろな感情を抱き、学ぶことができた夏でした。 


